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「社会と結びついた学習」を実現する 

新聞記事データベース 
 

水 谷 彩／藤井 亜希子 

 
＜抄 録＞ 

手に入れられる情報量の増大と反比例するように，生

徒個人の興味・関心の幅は狭くなってきている。世間で

論じられている社会的なテーマを新聞記事で客観的に示

し，「知る」「調べる」「理解を深める」といった情報

活用の取り組みを通じて，社会と結びついた学習を実現

させる。 

＜キーワード＞ 
データベース，新聞，朝活，ワークシート，小論文，

家庭科，情報活用能力，主権者教育 

 

１ はじめに 

相模女子大学中学部高等部は，日本における女子の高

等教育が始まった 1900 年に創設された日本女学校を礎

に発展。現在は幼稚部，小学部，中学部・高等部，大学・

短期大学部・大学院を擁する総合学園として，社会に有

為な人材を多く世に輩出している。 

高等部では教育目標に「英知・誠実・友愛」を掲げ，

目指す生徒像の 1 つとして「広く社会と関わり，社会に

貢献できる生徒」を挙げている。この「社会との関わり」

を日常の学習から意識させるため，さまざまな科目で新

聞記事を活用している本学の取り組みを紹介する。 

 

２ 「朝活」での活用 

 本学では 5 分間の「朝活」を設けている。高校 3 年生

では，語彙ワークシートや数学ワークシート，新聞ワーク

シート等複数種類を用意し，日替わりで取り組んでいる。 

新聞ワークシートは，例えば 18 歳選挙権や格差貧困

問題に関する記事を教員が選び，同じテーマを扱った記

事を複数紙読み比べられように裏表で印刷して配布して

いる。いずれのテーマもさまざまな意見や視点があり，

教員が自身の言葉で説明する場合，どこまで意図を伝え

るか・伝わるかのさじ加減が難しい。客観性のある新聞

を複数紙読み比べさせることで，生徒自身の内発的な考

えを引き出すことがねらいである。 

 

 

ワークシートの作成にあたっては，新聞記事データベ

ース「朝日けんさくくん」や「今解き教室」を2014年か

ら活用している。紙の新聞では，用紙にあわせてコピー

サイズを調整する手間がかかっていたが，朝日けんさく

くんはプリンタで簡単に記事を印刷することができる。 

また，紙の新聞は処分をしてしまうとスクラップして

いなかった記事は利用できなくなってしまうが，朝日け

んさくくんは好きなタイミング，自由なキーワードで記

事検索ができるため，教材作成にかかる手間を削減する

ことができた。 
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３ 小論文指導での活用 

 小論文指導においては，生徒自身に朝日けんさくくん

を使わせる機会がある。新聞記事に馴染みのない生徒や，

「キーワード検索」を不得手とする生徒向けに使い方説

明会を開いている。 

また，初期には生徒とともに PC ルームや図書館に足

を運び，キーワードを組み合わせることで記事を絞り込

む「AND 検索」や，検索結果画面に表示される各記事の

文字数から扱いの大きさを知る方法等，効率的な使い方

を指導している。小論文では新しい分野のテーマが問わ

れることが多く，新聞記事の速報性が活かされている。 

 
 

４ 家庭科での活用 

教員が準備した出生率に関する記事からデータ等を抜

き出し，出生率を上げるにはどうしたらよいかを考え，

発表する授業を行っている。他にも，介護に関連した「胃

ろうの是非」や女性の働き方に関連した「男女雇用機会

均等法」の記事等を取り上げ，生徒にこういったキーワ

ード・テーマが世にあることを知らせ，「自分事」とし

て考えるよう促している。家庭科が扱うテーマは多分野

にわたるため，新聞記事の活躍する機会は多い。 

更に，インターネットやテレビで報じられる表面的な

ニュースだけでなく，背景や歴史を知ることができると

ころも利点として挙げられる。例えばインターネットサ

イトを通じてベビーシッターに預けた子どもが殺された

事件について，情報が少ない中では「私だったらそんな

ところに預けない」と単純に母親を否定する意見があっ

た。だが，事件に関する新聞記事を読むことで家庭環境

や保育施設の整備状況，ネット託児に関する法整備等複

数の問題が絡み合っていることを知り，一歩進んだ議論

をできるようになった。 

 

 

 

５ おわりに 

グローバル社会を生き抜くために必要とされる「21世

紀型スキル」でうたわれるように，大学入試問題の内容

の変化や18歳選挙権に伴う主権者教育等，従来の「知識

を中心とした単元に基づく学力」に留まらず，社会的な

テーマや出来事と結びつけて思考力・判断力・表現力を

育てていくことが教育現場には求められている。今の情

報を，さまざまな立場の人の考え，見解を並べることで

客観性を持って示していく役割は今後一層大きくなって

いくだろう。 

紹介してきた事例以外にも，高校一年生の特進コース

を対象に，新聞記事データベースや書籍で社会的なテー

マを調べ，壁新聞を作って文化祭で展示する取り組みを

本格化する予定である。 

「社会と結びついた学習」の経験を活かし，生徒たちが

しなやかに，たくましく，社会で活躍してくれることを

願っている。 
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